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調査目的

調査方法

　　　　対　象  層化無作為抽出

○看護教育機関　１７０（回収数６８　回収率４０．０％）

 　　　　　　 ○病院　　　　　　　１９０（回収数８５　回収率４４．７％）

　　　　　　　 ○看護教育機関＋病院　３６０（回収数：153　回収率：42.5％　有効回答率：98.7％)

　　　方　法 無記名質問紙調査法

各項目の妥当性について○×で尋ね、×の場合は理由の記載を依頼

　　　期　間 2010年１１月４日～３０日

【対象施設の属性等】

●学校養成所（有効回答６６）

１学年の入学定員

養成所統合カリキュラム 2 北海道 5 最大値 105

養成所3年課程 36 東北 6 最小値 30

養成所2年課程 5 関東 16 平均値 55.353846

高校5年一貫教育 4 甲信越 3

高校専攻科 0 東海 9 回答記入者の職位

大学 18 北陸 3 学長（学校長） 1

短期大学 1 近畿 9 学部長（学科長） 16

中国 6 教務主任 23

九州 7 その他 25

四国 1 未記入 1

未記入 1

●病院（有効回答８５）

新人看護師数

特定機能病院 12 北海道 6 最大値 170

地域医療支援病院 24 東北 8 最小値 1

一般病院 44 関東 24 平均値 42.188235

甲信越 7

東海 10 回答記入者の職位

北陸 2 看護部長（局長） 15

最大値 1308 近畿 12 看護副部長（副局長） 41

最小値 320 中国 4 教育担当師長 26

平均値 575.833 九州 11 その他 3

四国 1

あり 82

なし 3

到達目標妥当性調査結果報告（中間報告）

「看護教育の内容と方法に関する検討会　看護師教育ワーキンググループ」で検
討した「看護師に求められる実践能力および卒業時の到達目標」について、広く看
護師基礎教育にかかわる方から意見を聴取し、その妥当性を検証し、今後の看護
師基礎教育の新しいカリキュラムモデルの構築に役立てる。

病床数

実習受け入れ

病院の種別 病院所在地域

課程 学校養成所所在地域

資料３小山委員提出資料
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　　n＝151（学校66，病院85）
1 2 3 4 5 6 7 8

○ 149 150 146 137 135 142 148 145
× 2 1 5 12 14 9 3 6
△ 0 0 0 0 0 0 0 0
空白 0 0 0 2 2 0 0 0

9 10 11 12 13 14 15 16
○ 140 139 132 139 139 115 113 148
× 9 10 15 9 9 35 36 1
△ 1 0 2 1 1 0 1 0
空白 1 2 2 2 2 1 1 2

17 18 19 20 21 22 23 24
○ 139 138 132 133 134 126 136 143
× 10 10 15 16 14 21 10 7
△ 0 1 1 0 0 0 1 0
空白 2 2 3 2 3 4 4 1

25 26 27 28 29 30 31 32
○ 136 137 146 143 118 106 141 128
× 14 13 4 7 28 40 7 20
△ 0 0 0 0 0 0 0 0
空白 1 1 1 1 5 5 3 3

33 34 35 36 37 38 39 40
○ 126 116 136 120 124 132 120 144
× 21 32 12 27 24 17 26 4
△ 1 1 0 1 2 1 1 0
空白 3 2 3 3 1 1 4 3

41 42 43 44 45 46 47 48
○ 143 131 126 137 123 121 141 141
× 5 17 22 12 25 25 8 9
△ 1 1 1 0 0 1 0 0
空白 2 2 2 2 3 4 2 1

49 50 51 52 53 54 55 56
○ 144 150 147 139 133 139 151 129
× 6 1 4 10 14 10 0 19
△ 0 0 0 0 1 0 0 1
空白 1 0 0 2 3 2 0 2

57 58 59 60 61 62 63 64
○ 140 147 131 147 147 134 136 131
× 10 4 19 3 3 15 13 18
△ 0 0 0 0 0 1 1 1
空白 1 0 1 1 1 1 1 1

65 66 67 68 69 70 71 72
○ 146 143 123 140 137 146 143 144
× 4 6 23 10 12 3 6 5
△ 0 0 1 0 0 0 0 0
空白 1 2 4 1 2 2 2 2

73 ＜×の回答者＞
○ 141 ＊黄色…15名以上
× 9 ＊オレンジ…30名以上
△ 0
空白 1

【　結　果　】
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